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(1) 炭化物の分布状態を変えた S40C 鋼材について硬化層ノ守ターンの判定条件を検討したのち，有限要素法 (FEM)
汎用コード“ABAQUS" を応用・拡張することによって簡易にシミュレートできるシステムを提案し，その有効性
を確かめている。





(5) N2, Ar, He および、 02 をシールドガスとして使用した場合の効果を比較し， N2 を推奨している。 O2 は酸化皮膜の
形成から溶融を招くので危険とし加えてシールドを完全にする機構を採用するととが重要であることを示している。
(6) 偏光を応用する焼入れ法と従前法との品質および経済性の比較を行い，前者が工業的に有利であることを明らか
にしている。
以上のように，本論文は偏光を応用したレーザ、焼入れ方法について多くの新しい知見を提供しており，レーザ・プロ
セシングの発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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